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山 東 省 は 日 本 に 近 い し 、 歴 史 上 か ら 見 れ ば 、 交 流 が 深 い と 思 わ れ る 。 山 東

省 と 日 本 近 代 文 学 と の 関 係 は 深 く 、 か な り 研 究 価 値 を 有 す る も の で あ る 。 研

究 成 果 は 下 記 の と お り で あ る 。  

１ ． 資 料 収 集 と 現 地 調 査 。 ま ず は 山 東 省 図 書 館 や 関 西 大 学 の 図 書 館 を 利 用

し て 、 関 連 資 料 を 収 集 し た 。 同 時 に 、 ネ ッ ト や 古 本 屋 を 使 っ て 、 関 連 本 を 買

っ た 。 そ れ か ら 、 本 研 究 は 『 武 装 セ ル 市 街 』 『 真 昼 の 情 熱 』 『 台 児 荘 』 と い

う 三 冊 の 小 説 を 研 究 対 象 に す る の で 、 舞 台 と し て 小 説 で 描 か れ た 済 南 ・ 青 島

・ 棗 荘 を め ぐ っ て 、 現 地 調 査 を 行 っ た 。 現 在 の 町 様 子 を 小 説 に 描 写 さ れ た 様

子 を 対 比 し な が ら 、 地 名 ・ 建 物 な ど 残 っ た 遺 跡 が た く さ ん あ り 、 考 察 し た 。

本 研 究 に 大 い に 役 立 っ た 。  

２ ． 現 地 調 査 を 行 っ た 結 果 と し て 判 明 し た 事 項 。 済 南 で は 『 武 装 セ ル 市 街

』 に 書 い て あ る 工 場 は も う 姿 を 消 し て し ま い 、 町 の 様 子 も 大 き く 変 わ っ た 。

泉 が 相 変 わ ら ず 流 れ て 、 昔 の 名 残 を 伝 え て い る 。 青 島 で は 作 品 に 出 て き た 地

名 に 沿 っ て 、 東 海 飯 店 ま で あ り 、 別 名 前 に な っ た が 、 中 の 様 子 が 大 体 小 説 の

描 写 と 同 じ で 、 変 わ っ た の は 、 以 前 、 ダ ン ス 場 で 、 現 在 食 事 処 と な っ て い る

。 作 品 に 出 て き た 銀 行 な ど は 現 在 遺 跡 と し て 保 存 さ れ た 場 所 も あ る 。 棗 荘 に

あ る 台 児 荘 は 現 在 戦 争 の 遺 跡 が た く さ ん あ り 、 弾 孔 の 跡 が 見 ら れ る 。 現 在 は

観 光 地 に な っ て 、 賑 や か で 、 平 和 は 一 番 大 事 な こ と だ と 感 じ ら れ る 。  

３ ． シ ン ポ ジ ウ ム 。 本 研 究 に よ っ て 書 い た 論 文 を 携 え 、 台 湾 東 呉 大 学 ・ 同

済 大 学 な ど で 行 わ れ る シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 し た 。 ほ か の 研 究 者 に 質 問 し た り

、 質 問 さ れ た り し て 、 多 く の 参 考 意 見 を 聞 い た 。 そ れ に 、 研 究 者 を 集 め 、 山

東 師 範 大 学 で 「 第二届山东与日本文学国际学术研讨会（第二回山東と日 本 文 学 」

の シ ン ポ ジ ウ ム を 主 催 し 、 早 稲 田 大 学 ・ 筑 波 大 学 の 専 門 家 を お 招 き 、 中 日 両

国 の 研 究 者 が 交 流 し 、 山 東 と 日 本 文 学 と の 関 係 は 深 い と 一 致 合 意 し た の で あ

る 。 本 研 究 に 大 い に 役 立 っ た 。  

４ ． 講 演 会 。 本 研 究 は 主 に 地 域 文 学 領 域 で の 研 究 で 、 交 流 価 値 が 高 い 。 天

津 外 国 語 大 学 ・ 青 島 大 学 ・ 安 徽 三 聯 学 院 に 招 聘 さ れ 、 関 連 講 義 を 持 っ た 。  

５ ． 雑 誌 に 掲 載 さ れ た 論 文 。 本 研 究 を 踏 ま え て 書 い た 論 文 を 投 稿 し 、 雑 誌

に 掲 載 さ れ た の で あ る 。  

６ ． 今 後 の 課 題 。 現 在 の と こ ろ 、 論 文 で あ る 「 記 号 学 視 角 か ら 見 る 『 武 装

セ ル 市 街 』 に お け る 人 物 像 」 を 韓 国 の 全 南 大 学 学 報 に 投 稿 中 で あ る 。 そ し て

、 黒 島 伝 治 の 「 文 学 理 論 」 を 3万 字 ぐ ら い 翻 訳 し た 。 ま た 、 院 生 と 一 緒 に 「

台 児 荘 」 の 翻 訳 が も う お わ り 、 今 後 機 会 が あ れ ば 、 出 版 し た い 。 ま た 、 「 山

東 と 日 本 近 代 の 文 学 関 係 」 （ 暫 定 ） と い う 本 を 書 き た く 、 現 在 10万 字 ぐ ら い

書 き 、 今 後 、 20万 字 ぐ ら い ま で 書 き 、 出 版 す る つ も り で あ る 。  
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